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月
刊
「
税」

2
0
1
8
年
3
月
号
の

特
集
は、

「
所
有
者
不

明
土
地
等
の
固
定
資
産
税
徴
収」

だ
っ

た。

登
記
簿
上、

誰
が

不
動
産
の
真
の
所
有
者
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
事
態
が
増
加
す

る
に
つ
れ
て、

固
定
資
産
税
の
賦
課
・

徴
収
が
難
し
い
ケ
ー
ス

が
増
え
て
き
た。

市
町
村
の
担
当
職
員
の
知
恵
と
努
力
に
よ
っ

て
な
ん
と
か
賦
課
・

徴
収
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の、

今
後
の

展
開
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

あ
ま
り
価
値
が
な
い
と
思
わ
れ
る

不
動
産
に
つ
い
て
相
続
人
た
ち
が
遺
産
分
割
を
し
て
そ
の
帰
属

を
確
定
し
登
記
を
す
る、

と
い
う
こ
と
は
今
後
も
あ
ま
り
期
待

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る。

他
方
で、

所
有
者
不
明
土
地
問
題
と

は
ベ
ク
ト
ル
が
逆
で
あ
る
が、

高
い
価
値
を
有
す
る
不
動
産
に

つ
い
て
は、

外
国
に
本
拠
を
有
す
る
個
人
や
法
人
が
そ
の
所
有

所
有
者
不
明
土
地
間a

渕

圭
吾

に
み

神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

ふ
ち
・

け
い
ご

1
9
7
5
年
生
ま
れ。

東
京
大
学
法
学
部
卒
業。

東
京
大
学
助
手、

学
習
院
大
学
教
授
等
を
経
て、

2
0
1
5
年
よ
り
現
職。

租
税
法
を
中
心
に、

憲

法
・

行
政
法
・

国
際
法
・

信
託
法
等
に
関
心
を
持
っ
て
い
る。

著
書
に
『
所
得
課
税

の
国
際
的
側
面
』
（
有
斐
閻、

2
0
1
6
年）、
『
租
税
法
概
説
〔
第
3
版〕
』
（
中
里
実

ら
と
共
編
著。

有
斐
閣、

2
0
1
8
年）

な
ど、

論
文
に
「
財
産
権
保
障
と
租
税
立

法
に
関
す
る
考
察」

神
戸
法
学
雑
誌
65
巻
2
号
(
2
0
1
5
年）

な
ど
が
あ
る。

者
や
登
記
名
義
人
に
な
る
こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く

だ
ろ
う。

と
こ
ろ
で、

日
本
の
固
定
資
産
税
は、

も
と
も
と、

所
有
者

不
明
土
地
問
題
に
対
し
て
耐
性
を
有
し
て
い
た。

な
ぜ
な
ら、

台
帳
課
税
主
義
（
地
方
税
法
3
4
3
②
第一

文）

を
採
用
し
て
い
る

た
め、

原
則
と
し
て、

不
動
産
の
真
の
所
有
者
が
誰
で
あ
る
か

を
調
べ
る
こ
と
な
く、

固
定
資
産
税
の
賦
課
・

徴
収
が
で
き
る

か
ら
で
あ
る。

台
帳
課
税
主
義
に
忠
実
な
立
法
論
と
し
て
は、

あ
る
不
動
産
の
登
記
名
義
人
が
既
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
に、

遺
産
分
割
が
行
わ
れ
当
該
不
動
産
の
新
た
な
帰
属
先
が
新
た
な

登
記
名
義
人
と
し
て
明
示
さ
れ
る
ま
で
は、

故
人
の
相
続
財
産

自
体
に
対
し
て
（
例
え
ば、

そ
れ
を
法
人
と
み
な
す
等
に
よ
り）

資
産
税
の
本
質

?1
 

.

,

'

T

'

,

'

’

'

T

,

9

9

1

.

’

,

1

 

遥



納
税
義
務
を
負
わ
せ
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る。
「
死
亡
者
課
税」

と
言
わ
れ
て
い
る
実
務
上
の
運
用
は、

こ
の
考
え
方
に
近
い
。

し
か
し、

実
際
に
は、

現
行
法
は、

登
記
名
義
人
が
死
亡
し

て
い
る
場
合
に、

今
度
は
現
所
有
者
（
真
の
所
有
者）

を
納
税

義
務
者
と
し
て
い
る
（
地
方
税
法
3
4
3
②
第
二
文）
。

こ
の
た
め、

市
町
村
の
職
員
は、

真
の
所
有
者
は
誰
な
の
か
突
き
止
め
る
と

い
う
困
難
な
問
題、

す
な
わ
ち、

所
有
者
不
明
土
地
問
題
に
正

面
か
ら
向
き
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

筆
者
は
最
近、

所
有
者
不
明
土
地
問
題
に
伴
う
固
定
資
産
税

制
度
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
（
渕
圭
吾
「
所
有
者
不

明
土
地
・

手
続
保
障
・

固
定
資
産
税
（
上
。

下）
」

法
律
時
報
2

0
2
0
年
6
月
号
。

7
月
号
参
照）
。

明
治
時
代
の
地
租
以
来
の

不
動
産
へ
の
課
税
の
歴
史
及
び
ア
メ
リ
カ
法
と
の
比
較
か
ら
わ

か
っ
て
き
た
の
は、

固
定
資
産
税
の
本
質
に
つ
き
二
つ
の
考
え

方
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
だ。

一

方
で
は、

不
動
産
自
体
の
客
観
的
な
価
値
に
着
目
し
て
課

す
も
の
だ
と
い
う
理
解
が
あ
る。

他
方
で
は、

現
に
不
動
産
を

所
有
な
い
し
使
用
し
て
い
る
者
の
租
税
負
担
能
力
に
着
目
し
て

課
す
も
の
だ
と
い
う
理
解
が
あ
る。

現
行
法
は
基
本
的
に
前
者

の
考
え
方
に
立
脚
し
て
い
る
（
少
な
く
と
も、

筆
者
は
そ
の
よ

う
に
現
行
法
を
認
識
し
て
い
る）

も
の
の、

後
者
の

要
素
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。

日
本
の
固
定
資
産
税
を
前
者
の
考
え
方
に
純
化
し
て
い
く
な

ら、

前
述
の
よ
う
に
相
続
財
産
自
体
に
対
し
て
納
税
義
務
を
課

す
（
た
だ
し、

徴
収
が
難
し
そ
う
で
あ
る）、

さ
ら
に、

使
用
者

や
特
定
承
継
人
を
含
め
た
不
動
産
の
関
係
者
を
広
く
納
税
義
務

者
の
範
囲
に
取
り
込
み、

と
に
か
く
誰
か
に
当
該
不
動
産
に
つ

い
て
の
固
定
資
産
税
を
払
っ
て
も
ら
う
（
あ
と
は、

関
係
者
間

で
の
求
償
に
委
ね
る）、

と
い
う
仕
組
み
を
採
り
う
る。

ア
メ

リ
カ
の
財
産
税
の
よ
う
に
（
そ
し
て
日
本
の
地
租
が
初
期
に
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に）、

徴
収
の
場
面
に
お
い
て

専
ら
課
税
物

件
で
あ
る
固
定
資
産
の
み
を
引
き
当
て
と
す
る
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る。

後
者
の
考
え
方
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば、

納
税
義
務
者
と

担
税
者
（
経
済
的
に
租
税
を
負
担
す
る
者）

が
乖
離
す
る
こ
と
は

望
ま
し
く
な
い
し、

こ
の
者
に
対
す
る
手
続
保
障
は
一

層
重
要

に
な
る。

こ
の
場
合、

不
動
産
の
所
有
者
と
い
う
よ
り
も
む
し

ろ
当
該
不
動
産
を
実
際
に
使
用
収
益
し
て
い
る
者
を
納
税
義
務

者
11
担
税
者
と
す
べ

き
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に、

所
有
者
不
明
土
地
問
題
を
契
機
と
し
て
固
定

資
産
税
の
改
革
を
進
め
る
場
合、

不
動
産
と
い
う
モ
ノ
に
対
す

る
租
税
な
の
か、

そ
れ
と
も、

不
動
産
を
所
有
な
い
し
利
用
す

る
ヒ
ト
に
対
す
る
租
税
な
の
か、

と
い
う
固
定
資
産
税
の
本
質

を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る。

3 ［税・2020年7月号］




